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のばこども家庭支援センターは１８歳未満の児童に関する相談を受ける児童福祉法第４４条の２で規定されている児童家庭支援

センターです。

のば こども家庭支援センター
☎０４５ー８４０－５０９２

◆子ども本人及び子育て家庭の相談・支援◆
月曜日から土曜日まで（祝日、年末年始除く）
受付時間：９時～１７時

最近、のばこどもに来る子どもたちはごっこ遊びをす
る子が多い印象です。マリオカートごっごや学校ごっこ、
ピアノのコンクールごっこ、家族ごっこなど、憧れや好
きなものになりきって楽しんでいます。
私が最近行ったごっこ遊びの中で一番印象的なものは、

異空間ごっこ遊びです。このごっこ遊びでの指令は、時
計を使って異空間に移動し、キャラクターの性格が異空
間に移動すると変わるという設定でした。ファンタジー
系のごっこ遊びは珍しかった為、キャラクター作りはな
かなか難しいものでしたが、子どもたちの発想は新鮮で、
いつも楽しませてもらっています。

のば こども日記 子育て短期支援事業
の様子を紹介(*^_^*)

塩キャンドルをつくりました！

絵本の紹介
明日もいっしょにおきようね
絵：竹脇麻衣 文：穴澤 賢

出版社：草思社

「捨て猫、でかおの話」これは2009年にとある保健
所で実際にあったお話です。
コロナ禍でペットを飼う人が増えましたが、ブーム
に乗っただけで無責任に命を捨てる人も増えました。
小さな命も大切なかけがえのない命とわたしは考え
ます。竹脇麻衣さんのイラストもとても可愛いです。
是非お手にとってみてくださいね(=^・^=)

のばこども職員の
ひとりごと…

私の娘の話です。年少さんになり家でもよく童
謡を口ずさんで歌っています。こいのぼりでは♬
やねよりひーくーいー♬と替え歌を歌い、私もそ
んな風に歌っていたなーなんて思っていたところ、
この前はあめふりくまの子を♬お水をひとくちの
みました～♬のはずが♬お水をジョッキでのみま
した～♬とケラケラと笑って歌っていました。
えっ！ジョッキ？誰がジョッキって言ってたの？
と聞くと「ママ！」えっ？ママ言ってた？「ママ
ジョッキ缶だ～🍺」って言ってたよ！ビール
ジョッキの話をしたことを覚えていてそんなとこ
ろに出てくるとは・・うかつに変なことを言えな
いわ。と思ったできごとでした笑

6月18日（土）に、親子ふれあい遊び「塩キャンドルを
つくろう！」を開催しました。夏らしい爽やかな色、優し
く柔らかな色、明るく個性的な色など、一人ひとりの色が
表現された素敵なキャンドルが出来上りました。親も子ど
もも楽しく作ることができたと大好評でした！
後半には、生のチェロ演奏や読み聞かせの

時間を設け、穏やかな癒しの
時間を過ごしました。親子の
笑顔溢れる充実したひと時と
なりました(^o^)♪

例年より早い梅雨明けとなり、夏本番の到来！電力・水不足が気になる今日この頃です…
皆さま、いかがお過ごしでしょうか。

年度の途中ではございますが、春日井センター長の後任としてこの度センター長に着任いた
しました。相談員としてのばこども家庭支援センターに参りましてからちょうど6年目に入り
ました。関係機関の皆さまには多くのご助言とお力添えをいただき、そしてご縁をいただいた
こどもたちやそのご家族に育てていただいたものと思っております。
のば こども家庭支援センターは9回目の夏を迎えることとなりました。関係機関の皆さまの

ご協力のもと、一人でも多くのこどもが笑顔いっぱいの日々を過ごせるように、地域の身近な
相談先として、また気軽に相談できる先として職員一同取り組んでまいる所存です。今後とも
どうぞよろしくお願いいたします。

センター長 古川 美帆


